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近代

至
白
江
村（
園
）

至
國
府
村

白
山
電
氣
鐵
道

至
鳥
越
村（
別
宮
）

新小松驛
株式會社
小松製作所

小松瓦斯會社

西
照
寺

小
松
稅
務
署

稚松尋常
高等小學校

郡
自
治

郡
自
治
舘

郡
自
治
舘

敎
務
署
務
署

敎
務
署
倉
庫
精
練
株
式
會
社

縣
立
小
松
高
等

立
小
松
高
等

女
學
校

縣
立
小
松
高
等

女
學
校

縣
各
出
張
所

各
出
張
所

縣
各
出
張
所

警
察
署

警
察
署

裁
判
所

警
察
署

裁
判
所

町
立
病
院

縣
立
小
松
中

立
小
松
中
學
校

縣
立
小
松
中
學
校

城
址

梯　　川　　古

縣
立
小
松
商
業
學
校

芦城尋常高等小學校
九
龍
橋
川

莵
橋
神
社

濱　

田　

町

白　江　村　地　内

尾
小
屋
鐵
道

多
太
神
社

本
光
寺

芦城公園

地
子
町

町
役
場

町
役
場

町
役
場

小
松
郵
便
局

小
松
郵
便
局

小
松
郵
便
局小馬出町

泥　　町
殿　　町

松　任　町
新　　町

材　木　町

中　町
京町 西　

町

土居原町

東 町 三日市町八日市町八日市町八日市町
龍 助 町

大　　文　　字　　町

寺　　町

本
覺
寺

淨
誓
寺

本　折　町
上本折町

旭　　町
大　和　町
白　山　町

本
折
本
折

日
吉
日
吉
神
社

本
折

日
吉
神
社

榮町榮町
小
松
電

小
松
電
氣
會
社

小
松
電
氣
會
社

遊郭

飴屋

本鍛冶町
塗師屋町塗師屋町塗師屋町

本大工町

細　工　町

鷹匠町
新
大
工
町

新
鍛
冶
町

新
鍛
冶
町

新
鍛
冶
町

琴
平
神
社

本蓮寺
稱
名
寺

文

文

文
文

官

官

官官

卍
卍

卍 卍 卍

卍

卍
卍

文

本
折
郵
便
局

本
折
郵
便
局

本
折
郵
便
局

勸
歸
寺

勸
歸
寺

勸
歸
寺

勝
光
寺

勝
光
寺

勝
光
寺

戦
国
時
代
よ
り
の
城
下
町
町
名
由
来
の
観

点
は
多
様
で
あ
る
。
①
城
主
等
の
出
身
地
②

居
住
し
た
武
家（
屋
敷
）
名
③
集
団
居
住
し

た
職
人
・
商
人
④
社
会
構
成
上
の
機
能（
寺

院
群
）等
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
る
。
近
世
小

松
城
下
（
小
松
川
北
地
域
―
本
折
）
に
お
い
て
、

幾
例
か
が
近
代
を
経
て
現
代
に
継
が
れ
て
い

る
。
①
の
例
に
松
任
町
や
本
折
町
、
②
金
沢

市
の
長
町
や
飛
梅
町
の
如
き
由
来
の
類
例
は

こ
う
き
ょ

ほ
と
ん

な
い
。
利
常
薨
去
後
、
殆
ど
の
家
臣
が
金

沢
へ
転
居
し
た
た
め
で
あ
る
。
旧
三
日
市
町

じ
か
た

い

て

地
方
や
八
日
市
町
地
方
に
射
手
町
・
射
手
衆

町
が
利
常
在
城
時
に
は
存
在
し
た
。
戦
国
時

代
、
了
助
手
柄
に
由
来
す
る
龍
助
町
名
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
③
材
木
町
、
細
工
町（
一
部

ぬ

し

柳
町
）、
本
・
新
鍛
冶
町
、
大
工
町
、
塗
師

や屋
町（
現
上
寺
町
）、
茶
屋
町
、
魚
屋
・
米
屋

町（
現
西
町
）、
鉄
砲
町
（
現
鷹
匠
町
）、
④
寺

町
、
小
馬
出
町（
御
馬
出
）、
土
居
原
町
、
泥

町（
大
川
町
）、
三
日
市
町
、
八
日
市
町（
旧
五

か

し

ば
た

日
町
）、
清
水
町（
旧
そ
う
け
町
）、
河
岸
端
通

り
、
特
別
に
大
文
字
町
（
南
端
は
桶
屋
町
、

明
治
三
年
に
変
更
）
が
あ
る
。

美
術
工
芸
に
関
す
る
細
工
人
と
し
て
多
く

輩
出
し
た
大
文
字
町
の
中
で
、
表
具
師
（
文

化
十
年
に
は
小
松
町
に
一
二
軒
、
明
治
九
年

に
は
九
戸
、
昭
和
初
期
に
は
二
五
軒
、
戦
後

九
軒
に
減
少
）と
し
て
、小
松
の
第
一
人
者
新

藤
與
吉
（
精
華

堂
）、そ
の
弟
子

の
金
砂
子
を
使

う
加
藤
佐
一
が

い
た
。

大
工
棟
梁
の

う
ち
、
宮
大
工

と
し
て
技
術
を

高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
人
（
神

小
松
の
職
人
た
ち

11

（昭和11年小松町図を参考に職人の多く住む町名を朱記した）

今も残る小松町の職人の居住した町名地図

表具師（金砂子） 加藤佐一の細工の一端。県外におい
ても著名であった。（平成元年80歳当時）
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社
寺
院
の
改
築
時
棟
札
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
）

に

南
部
重
造
が
い
た

那
谷
寺
の
重
要
文

化
財
の
修
復
や
赤
瀬
那
殿
観
音
堂
の
再
建

曳
山
修
繕
等
（
設
計
図
等
一
八
神
社
に
及
ぶ
）

の
功
績
は
光
る

数
寄
屋
風
の
大
工
に
下
牧

町
の
松
本
喜
一
郎
が

い
た

金
平
町
の
水

野
太
三
郎
も
名
う
て

の
棟
梁
だ

た

い
し
く
石
工

地
場
産
業

の
一
つ
で
あ
る
石
材

加
工
に
は
無
名
の
石

工
が
多
い

墓
石
の

他
に

神
馬
や
神
牛

燈
籠

多
重
塔

手

水
舎
（
里
川
町
の
前

田
氏
）
に
そ
の
技
術

せ
い
ち

の
精
緻
を
見
て
と
れ

る

滝

原
町
で
は

牧
野
良
重
の
人
物
像

や
ア

チ
石
橋
群
の

架
設
模
型
を
製
作
し

な
か
や
た
か
む
ら

て
い
る
中
谷
篁
の

よ
う
に

後
世
に
残

す
努
力
を
し
て
い
る

彫
り
物
師
・
塗
り
物
師

加
賀
八
幡
の
八

幡
神
社
に
小
松
城
御
殿
使
用
の
欄
干
（
小
松

城
塗
師
右
衛
門
の
銘
）
が
残
り

城
中
の
み

な
ら
ず

曳
山
の
修
復
に
も
関
わ

て
い
る

鍛
冶
職
人

細
工
物
の
金
具
師
の
他

本

鍛
冶
町
で
は
小
松
域
拡
張
に
伴
い
御
用
鍛
冶

と
な
り

土
地
免
租
の
優
遇
を
受
け

刀
剣

製
造
の
ほ
か
明
暦
年
間
に
は

農
具
製
造
を

い
ね
こ

独
占
す
る

明
治
中
頃
よ
り
鉄
歯
の
稲
扱
ぎ

の
専
売
製
造
で
盛
況
を
な
し

中
部
北
陸
を

販
路
と
し
小
松
の
特
産
と
な
る

明
治
後
期

に
は
年
間
四
万
丁
を
生
産
し
た
が

大
正
期

に
足
踏
み
機
が
普
及
し
た
た
め

急
速
に
衰

え
た
（『
む
か
し
の
小
松
』）
藩
政
期

新
鍛

冶
町
・
横
町
に
和
釘
職
人
が
移
住
し

主
と

し
て
城
内
の
受
注
に
応
じ
た

明
治
初
期
北

海
道
開
拓
使
御
用
と
し
て

小
松

釘
が
北
海
道
へ

明
治
末
に
洋
釘

中
心
と
な
り
衰
え
て
い
く

組
頭

に
大
屋
・
太
田
家
が
充
て
ら
れ
て

い
た和

菓
子
職
人

華
道
と
と
も
に

茶
道
の
盛
ん
な
土
地
柄

そ
れ
に

伴
う
和
菓
子
の
手
作
り
銘
菓
が
要
求
さ
れ
た

天
保
年
間
を
創
業
と
す
る
行
松
家
に
は

銘

柄
製
造
の
た
め
の
技
を
口
伝
の
他
に

文
書

記
録
で
伝
授
し
て
い
る
資
料
（『
菓
子
研
究
覚

帳
』）
が
あ
る

各
和
菓
子
店
に
は
独
特
の

木
型
も
残
さ
れ
て
い
る

（
山
前
圭
佑
）

11

塗師屋（小松城中の職人）による小
松城の造作の一部（加賀八幡・八幡
神社所蔵）

大工道具（数寄屋造りの用具の一部） 旧下牧町松本家作
業場（ハンニヨンドン）で撮影（平成元年）

菓子研究覚帳（行松家所蔵） 和菓子作りの詳細な記録が彩色
でもって記録されている（茶人好み「秋の尾」の一部）

石工の技を後世に残す作品の数々 中谷篁氏の
工房展示物の一部


